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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、認知言語学の用法基盤モデルの観点より、日本語の第一言語（以
下、L1）と第二言語（以下、L2）の習得プロセスとメカニズムの両方を明らかにすることであった。まずは、L2
児、L1児、L2大人の可能形習得に焦点を当てて追究し、領域固有の特徴と普遍的な言語構造構築のプロセス、そ
して可変性を生む要因を明らかにした。次に名詞修飾節に注目して、L2児、L2大人の習得プロセスにおける普遍
性と可変性について追究した。さらに、L2児にとって必要な環境について、言語習得理論の観点からの追究と、
教育現場にいる教員や支援者の視点からの研究を進め、編著書にまとめ、現場に還元した。併せて教材開発も行
った。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify both the processes and mechanisms 
of acquisition of Japanese first language (hereafter, L1) and second language (hereafter, L2) from 
the perspective of the usage-based model of cognitive linguistics. First, the study focused on the 
acquisition of possible forms by L2 children, L1 children, and L2 adults, and clarified 
domain-specific features, the process of universal language structure construction, and factors that
 produce variability. Next, focusing on noun-modifying clauses, we investigated universality and 
variability in the acquisition processes of L2 children and L2 adults. Furthermore, we investigated 
the environment necessary for L2 children from the perspective of language acquisition theory and 
from the perspective of teachers and supporters in the field of education, and compiled our findings
 in an edited book. In addition, I also developed teaching materials.

研究分野： 日本語教育

キーワード： 認知言語学　用法基盤モデル　第二言語習得　フィールドワーク　コーパス研究　文法　外国につなが
る子ども　日本語教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
L1児、L2児、およびL2大人といった3者を比較することで、習得のプロセスの普遍性と可変性を明らかにし、可
変性を生む要因を明確にすることができる。世界的に注目されている認知言語学の用法基盤モデルの観点からの
研究であることから、理論的貢献にも繋がる。近年、日本において、日本語を第二言語として習得し、かつ日本
の学校において学習を進めなければならない外国につながる子どもが増えている。かれらの抱える問題を明らか
にし、対処方法を検討し教育的示唆を示したことは、社会的貢献であるといえる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
【言語習得のメカニズムをめぐる理論的対立】 
海外の第一言語（L1）、第二言語（L2）習得研究においては、固まりのまま表現を丸暗記する学
習がルール獲得に繋がるのかという問題が提示され、1960 年代以降、言語習得理論の対立を背
景に著しい変遷を経て 今日も尚白熱した議論が続いている。近年、英語の L1 習得研究では、
インプットを固まりで取り込み、それらを蓄積し抽象化によりスキーマを生成し文法を獲得す
るという認知言語学の用法基盤モデルが注目されつつある。スキーマとは過去の経験を抽象化
し構造化することによって生成された鋳型･規範状の知識である。Tomasello（2003）は 1 語を
ピボット （軸）にしたピボット・スキーマの生成（例 More+□）を習得プロセスの一段階に位
置づけている。しかしながら英語の L1 習得で提示された用法基盤モデルの知見が日本語におい
て、そして L2 習得においても有効であるのかについてはいまだ十分は結果が提示されていると
はいえない。 
【L1 習得と L2 習得の異同に関する意見の対立】 
 L1 と L2 習得の共通性と差異について、1970 年代に L1 習得＝L2 習得仮説が提示されたもの
の、母語の影響やインプットの違いによって双方のプロセスが異なるという指摘もある。L1 と
L2 習得が同じなのか、また異なるのか、そしてもし異なるのであれば、何が差異を生み出すの
かについてさらなる検討が必要である。  
【L2 児に関する研究の社会的要請と革新的貢献】 
近年日本ではグローバル化とともに保育園や学校などで L2 児が急増している。L2 児への教育
支援対策は喫緊の課題であり模索は既に始まっているが、L2 児の言語習得の実態を明確にした
上での教育への提言はない。現状では L2 大人に対する教育方法を L2 児に当てはめる事例もあ
る。L2 児の言語習得の特徴を明確にすることは日本社会を担う人材育成に繋がる。参入者に関
する研究として移民問題を抱える海外の国々に研究成果を発信し共有化と進展を図る必要もあ
る。 
 
先行研究を整理すると、次の 3 つの学術的問いが研究の核心となる。①固まり学習とルール獲
得との関係、②何を中心に、どのように知識の組織化が進んでいくのか、③L1 と L2 習得に違
いはあるのか。日本語の習得研究においては固まりの産出が報告されているものの、どのように
文法ルール獲得へと繋がるのかについて不明な部分が多い。言語類型論的に異なる言語の習得
は異なるのかといった視点ももちつつ、日本語の L1、L2 習得において追究する必要がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、研究の積み重ねにより執筆者が提示した言語習得のメカニズムに関する仮説を検
討することを中心に据え、進める。仮説とは、固まり学習から、暫定のルールであるスキーマを
生成し、それらの合成により言語構造を構築するという言語構造構築メカニズム「スロット付き
スキーマ合成仮説」（Composition of Schemas with Slots、以下、CSS 仮説）（橋本 2011、2018）
である。L1、L2 習得における仮説の妥当性を検討し、加えて L2 児、L1 児、L2 大人の習得プ
ロセスの共通性と差異を明らかにし、特徴を明確にする。研究は文法カテゴリーごとに行うが、
課題は次の 5 つである。 
課題 1）L2 児 の習得プロセスを明らかにし、CSS 仮説の妥当性を検討する。 
課題 2）L1 児の習得プロセス を明らかにし、CSS 仮説の妥当性を検討する。 
課題 3）L2 大人の習得プロセスを明らかにし、 CSS 仮説の妥当性を検討する。 
課題 4）L2 児、L1 児、L2 大人の異同を明らかにし、差異をもたらす要因を追究する。 
課題 5）L2 習得に必要な教育環境を明確にし、教材開発を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究は L2 児、L1 児、L2 大
人とトライアンギュレーショ
ン式に追究する（図 1）。 
L2 習得であるが年齢差があ
る場合はどうか、年齢は近い
がL1 とL2 習得の違いがある
場合はどうかといった具合に
要因を絞り習得プロセスの共
通性と差異を検討する。 
本研究では、同じ文法カテゴ
リーにおいて 3 者の比較がで
きるように、未分析の領域と
文法カテゴリーについて課題 1 から 4 に沿って進める。インプットや認知的処理負担度と習得

L1 児      L2 児 

 

年齢差が大きい 
認知能力の差が大きい 

L1 と L2 習得の違い 
年齢差が少ない 
認知能力の差が少ない 

L2 大人 

図 1 L2 児･L1 児･L2 大人のトライアンギュレーション式アプローチ 



順序との関係性を考察の視点の 1 つとする。課題 1 から 4 の結果を踏まえて課題 5 に取り組む。 
データはフィールドワークにより 5 年以上収集した L1 児、L2 児のデータがある。必要に応じ
てデータを補う。L2 大人の研究では既存のコーパスを使う。データは数量的かつ記述的に分析
する。 
 
４．研究成果 
主な研究成果についてまとめると次のようになる。 
 
（１）課題 1～4 につき、可能形式に焦点を当てて追究した。課題 1 と課題 2 については既に結
果を得ていたため、課題 3、つまり L2 大人の習得プロセスについて、コーパスを用いて明らか
にし、その上で、課題 4 について検討した（橋本 2019）。 
L1 幼児、L2 大人、L2 幼児の共通性を抽出し、加えて共通性と差異が混在する現象について、
年齢とL1かL2かを糸口としてそれらの原因を探った。この 2つのうちどちらか一方ではなく、
双方の視点を用いることで明らかになることもあった。インプット、認知的負担度、インストラ
クション、母語といった要因がいくつか浮かび上がり、それらが絡み合いながら習得順序を形成
していることが明らかとなった。おおむね、次のようにまとめることができた。 
①インプットの量と認知的負担度が習得順序の主な決定要因である。インプットはルールの検
証にも必要であるため、インプットの量は言語体系の精密さにも影響する。ただし認知的負担度
については、学習者の年齢や認知的発達レベルも関係してくる。 
②教室におけるインストラクションは、L2 習得開始時の学習者の知識体系と、習得の方向性に
影響する。 
③母語の知識は、第二言語のルールを類推する元データとなり、知識が不完全な状態での運用時
に補完的に用いられる。 
L1 幼児、L2 大人、L2 幼児を相対させることで特徴を示し、教育的示唆に言及した。L1 幼児も
L2 幼児も具体事例を起点とする習得である。L2 幼児はインプットが L1 幼児ほど得られないた
め、「できる」スキーマという抽象度の低いルールを生成する段階があった。L2 大人は教室学習
で得たルールを現実世界で検証していくという、幼児とは逆方向を辿っていた。L2 大人は、L1
幼児のようなインプットからルール生成を行い相互に関連づけていくプロセスとは異なるため、
L1 幼児とは異なる言語体系を構築してしまう可能性がある。ルールに関しても個々の知識を緊
密に繋げていくような教育が必要であると考えた。 

 
（２）課題１について、名詞修飾節に焦点を当てて追究した（橋本 2021） 
英語母語の幼児（1 名）がどのように日本語の名詞修飾節を習得していくのかを探った。1 年 9
か月に及ぶフィールドワーク（幼稚園、1 回/2 週間･1 時間/回）により採集した自然発話から、
用言が前接する名詞修飾節（非規範を含む）を意図した文を抽出し、形態的変化に注目し記述分
析を行った。主な結果は次の通りであった。 
①初期に｢要る人?｣の固まり産出が見られ、その後｢～人｣の産出が増え非規範形態が増えたこと
から、｢□（スロット）＋人（軸）｣スキーマの生成が推察された。スロット内にバリエーション
が見られ、名詞、軽動詞や非規範の視点の動詞が使用される。 
②軸語において｢人｣、および人を表す名詞のみの段階から拡張が見られた。既存の｢□+の+□｣
スキーマ（橋本 2011）に依存する産出文が見られ、競合が推察された。前段階で産出の多かっ
た｢が｣格の関係節化が容易であることが推測された。 
③｢誰｣との非規範の併用文が出現する。二重表現は英語の構文スキーマとの相互作用により創
発した可能性がある。 
④語用論的産出も見られ、関係節 が複文構造へと発達する前身となっている可能性が推察され
た。 
日本語の名詞修飾節の構造がインプットに多い固まり表現の習得に始まり、それを基にスキー
マが生成され発達することを示した。加えて母語のスキーマ的知識との相互作用の中で構造が
構築されるという母語転移の可能性を指摘した。 
 
（３）課題３、４につき、名詞修飾節に焦点を当てて追究した。（橋本 2022） 
L2 大人の名詞修飾の習得について探索的に調査した。C-JAS コーパスの韓国語母語の学習者
（K2）1 名のデータ 3 年（総語数 64839）8 期分（1･2 期は日本語学校で学習）を、a.修飾部の
品詞（名詞･動詞･イ形容詞･ナ形容詞等）、b.内･外の関係、c.規範･非規範、の観点から期ごとに
数量的および質的に分析した。結果、次のことが明らかになった。 
①1 期より名詞修飾の使用数が多いことから、{□（修飾部）+名詞（被修飾部）}という名詞修飾
のスキーマを生成していることが推察された。 
②修飾部の動詞に注目すると、3 期以降視点が絡み活用を要する動詞形（使役･可能･受け身）が
出現している。被修飾部は、内の関係では初期に人を表す名詞が多い。外の関係では 1 期に相対
性を表す｢前｣も見られる。｢時｣｢日｣も多いが、3 期には｢時｣だけではなく｢瞬間｣「うち」もみら
れ、表現が精密化･多様化している。日本語学校の教科書に説明があるため初期より｢相対｣｢同
格｣を表す外の関係の構文スキーマを生成していた可能性が考えられる。 
③｢の｣の過剰使用、つまり{□+の+□}スキーマとの相互作用による非規範｢□（修飾部）+の+□



（被修飾部）｣がみられた。 
④名詞の場合｢の｣の過少使用が多く 8 期まで継続するため、初期の語用論的産出ではなく韓国
語{名詞+名詞}の転移に起因している可能性が考えられた。 
L2 大人は、L2 幼児と比べ逸脱が大きくないことから、教室学習に基づいて名詞修飾構文のスキ
ーマを獲得し、途上、自らが生成した品詞横断的および品詞ごとのルール、ユニットごとの固ま
り（スキーマ）、母語のスキーマとの相互作用により構文の再構築と修正を進めることが推察さ
れた。多様なレベルの｢スロット付きスキーマ｣（橋本 2018 等）の合成と相互作用の結果といえ
る。 
 
（４）課題５について、L2 児（外国につながる子ども）の日本語の習得、および学習について
必要な環境について追究した。教育現場にみられる、さまざまな問題について整理し、理論から
の説明を行った。加えて、小学校教員、中学校教員、高校教員、元校長、元教育委員会の指導主
事、そして保護者支援者、就職支援といったさまざまな立場と視点から、L2 児にとって、どの
ような教育や支援が必要なのか、そして L2 児の将来を見据えた支援はどのようなものなのかに
ついて、編著書（橋本 2024）にまとめた。 
 
（５）課題５について、教材開発を行った。第二言語習得の理論、認知言語学の言語習得理論に
ついて執筆者の研究知見も含めて執筆し、それらを踏まえて考案したタスク（ゲーム形式）を編
著書（橋本 2023）にまとめた。 
 
本研究の成果は、前述した世界の理論的対立や議論、および社会情勢を背景にしたものである

ことから、理論的、および社会的貢献が認められると考える。上記（１）～（３）については、
L1 と L2 習得の異同がプロセスに表れる原理を L1 児、L2 児、L2 大人の 3 者の視点から、文法
カテゴリーごとに探っており、新規性がある。縦断的に丁寧に紐解いている点で、日本語習得の
メカニズム解明に有意義な結果を示すことができたと考える。今後の展望としては、さらに知見
を積み重ねることで、言語構造構築のプロセスおよびメカニズムの全体像を明らかにしていき
たい。上記（４）については、喫緊の社会的問題に対応した研究であり、教育現場への還元は意
義があると考える。今後も、L2 児（外国につながる子ども）の抱える様々な問題を多角的に捉
え、どう支援したらようのかを追究していきたい。（５）については、認知言語学と第二言語習
得の双方の理論を合わせた開発であったことから、新たな視点からの教材を現場に提供できた
と考える。  
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